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那珂市議会災害対応調査特別委員会記録 

開催日時 平成30年２月26日（月）全員協議会終了後 

開催場所 那珂市議会全員協議会室 

出席委員 委員長 萩谷 俊行   副委員長 綿引 孝光 

委 員 大和田和男   委  員 冨山  豪 

委 員 花島  進   委  員 筒井かよ子     

委 員 寺門  厚   委  員 小宅 清史     

委 員 木野 広宣   委  員 古川 洋一 

委 員 勝村 晃夫   委  員 笹島  猛  

委 員 助川 則夫   委  員 君嶋 寿男  

委 員 遠藤  実   委  員 福田 耕四郎 

欠席委員 なし 

職務のため出席した者の職氏名 

     議 長 中﨑 政長   事務局長 寺山 修一 

次 長 清水  貴   次長補佐 横山 明子 

会議に付した事件 

     １ 調査事項について 

       …調査完了 

議事の経過概要 （出席者の発言は以下のとおり） 

開会（午前10時31分） 

委員長 引き続いて災害対応特別委員会を開催いたします。 

ご連絡いたします。 

会議は公開しており、傍聴可能とします。 

また、会議の映像を庁舎内のテレビに放送いたします。 

会議内での発言は必ずマイクを使用し、質疑、答弁の際は簡潔かつ明瞭にお願いいたし

ます。 

携帯電話をお持ちの方は電源をお切りいただくかマナーモードにしてください。 

ただいまの出席委員は16名であります。欠席委員はございません。 

定足数に達しておりますので、これより災害対応調査特別委員会を開会いたします。 

職務のため、議長及び議会事務局職員が出席しております。 

議長の挨拶は省略させていただきます。 

これより議事に入ります。調査事項についてを議題といたします。 

初めに事務局より説明をお願いします。 

事務局長 それでは私のほうからご説明させていただきます。 
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お手元に災害対応調査特別委員会報告書（案）というのがございます。こちらに基づい

てご説明を申し上げます。 

１枚めくっていただきまして、２枚目から説明いたします。災害対応調査特別委員会審

議検討の経過と概要でございます。 

まず、平成28年９月16日に議会災害対応調査特別委員会を設置してございます。 

第１回目の委員会が平成28年11月14日、那珂市議会災害対応指針案、それから那珂市議

会災害対策会議設置要綱の改正について、協議をいただいております。対応指針、設置要

綱の文言を修正し、次回に提示するということといたしました。 

第２回につきましては、平成29年２月８日に行っております。こちらにつきましても災

害対応指針の修正案の説明、協議、それから那珂市議会災害対策会議設置要綱の改正に伴

う説明、協議を行っております。 

この中で、いつ来るかわからない災害に迅速に対応するため、那珂市議会災害対応指針、

それから那珂市議会災害対策会議設置要綱を決定し、必要があれば修正していくというこ

とといたしました。 

第３回につきましては、平成29年５月10日、こちらにつきましては、原子力災害時の避

難先であります桜川市、それから筑西市の視察を行っております。原子力災害時の避難先

である両市までの避難ルートをにつきまして、実際にバスを使用して避難所を視察いたし

ました。 

また、県の防災拠点であります県西地区防災活動拠点、筑西市にございますけれども、

こちらを視察させていただきました。 

第４回といたしまして、平成29年９月21日につきましては、那珂市議会災害対策会議設

置要綱の一部改正、災害対策会議の廃止基準を追加してございます。 

また、市の防災訓練に合わせまして、市議会として参集訓練及び安否確認の訓練を実施

するということで決定をいたしました。 

第５回目につきましては、平成29年11月19日でございますが、こちらにつきましては、

市の防災訓練にあわせまして、市議会参集訓練、安否確認訓練を全議員参加のもとに実施

をいたしました。 

第６回目でございますけれども、平成29年12月14日につきまして議会参集訓練及び安否

確認訓練の振り返り、それから全議員に災害対応時のビブスを配布したところでございま

す。 

１ページに戻っていただきたいと思います。 

この調査特別委員会につきましては、目的といたしまして、調査事件でございますけれ

ども、市議会災害対応指針の策定に関する事項、それから災害時の議員連絡体制の確立に

関する事項、それから災害時の市の連絡体制の確立に関する事項ということでございまし

て、今回結果といたしまして、調査完了すべきものといたしたところでございます。 
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理由といたしましては、当委員会につきましては、先ほど申し上げましたとおり、平成

28年９月に設置いたしまして、災害時における議会及び議員の対応指針の作成、議員間の

連絡体制の確立及び連携体制等、安心安全なまちづくりに関して調査研究を行ってきたと

ころでございます。 

議会といたしまして、災害対応指針を策定、それから災害対策会議設置要綱の改正を実

施したところでございます。 

また平成29年11月には、先ほどご説明しましたとおり、市の総合防災訓練にあわせまし

て、市議会としても参集訓練及び安否確認訓練を実施したところでございます。 

このことから、災害対策会議設置要綱等の改正も実施しておりますので、災害対策につ

きましては、今後災害対策会議に引き継ぎ、当特別委員会が設置された所期の目的は達成

されたということから、調査完了すべきものということで、議会のほうで決定をしていた

だきたいということで報告いたします。 

以上でございます。 

委員長 説明が終わりました。 

この件について何かご意見はございませんでしょうか。 

花島委員 報告書でちょっと私何か過去の経緯を忘れているのかもしれませんが、最後に災害

対策会議に引き継ぎというところがわからないんですが、どういうことなんでしょうか。 

事務局長 今回、那珂市議会災害対策会議設置要綱というものの全部改正を行っております。 

この中で、災害対策につきましては、次の掲げる事項を所掌するという中で、災害があ

った場合、設置基準によって災害があった場合には、災害対策会議を設置して、その中で

災害対策について協議をするということになってございますので、そちらに移行するとい

うことでございます。 

以上でございます。 

委員長 よろしいでしょうか。 

そのほかご意見ございませんか。 

遠藤委員 この特別委員会に関しては、災害対応ということで、いろんなことが議論できまし

たので、まずその大きな基本ができたということは大変よろしかったなと思います。 

この調査事項に関してはそういうことだと思いますが、ただ今後のことを踏まえますと、

災害対策というのは終わりがないと思うんですね。 

なので今回の特別委員会自体は調査完了というふうになるかもしれませんが、今後、今

までのこの委員会の中で議論があったと記憶してますが、例えば今後那珂市議会が災害に

対してこういう体制で取り組むんだというふうな、ほかに誇れるような体制をつくってい

こうとか、あと場合によっては先進地を視察しようとか、そういう話が出てたかに記憶を

しているので、もし災害に関して何かしらまた協議をしたり、場合によっては、委員会や

本会議中にそういう大地震が起きる可能性だってあるわけですから、そういう訓練をした
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り、もしくはこの参集訓練だってまだ１回だけですから、こういったものはまだまだその

引き続きやっていく、非常時に対しての対応を準備するという意味では、議会としてはま

だまだ災害に対して、引き続き何かしら協議なり、準備なりする必要自体はあると思うん

ですね。 

なので、この特別委員会自体、調査完了ということでこの後皆さんの審議で、なればな

ったでそれに異論は特段ないんですが、ただその今後議会として、災害に対して何かしら

継続してやっていく、もしくはまたそういう必要性が論じられたときには、また新たに設

置を柔軟にできるような体制だといいなというふうにも思いますので、少なくともこの調

査完了ですべて那珂市議会として災害について全部終わりっていうわけではないというふ

うな提起だけさせていただいて、何かしらあれば、また引き続きやれればいいかなという

ふうにも思っております。 

以上です。 

事務局長 ただいまの件なんですが、ごもっともなお話でございます。 

一応災害対策会議というものがございますので、引き続きそちらでやっていくと。 

それから、この間も説明いたしましたけれども、訓練につきましては今回メールマガジ

ンということも利用して、今準備してやっているとこでございます。 

ですから、そういった訓練などにつきましても、今後引き続いて行っていきたいという

ふうに考えております。 

以上でございます。 

委員長 今事務局からご説明がありましたけども、遠藤委員から出た話なんですけど、先ほど

花島委員からも出ましたけども、災害対策会議に引き継ぐということで、どうなのという

話がありました。 

特別委員会自体は、災害という内容も含めて、やっぱり調査完了となれば一旦完了とい

うことで解散という形をとるということになっているらしいんですよね。 

ですから、遠藤委員言うように、何かあればまた特別委員会を新たに設けてやるという

方向でいきたいと思ってるんですけども、それについて皆さんのご意見をちょっとお聞き

したいと思うんですが、どうでしょうか。 

何かあれば。 

なければ以上で終了いたします。 

一つは調査完了ということで、皆さんのご理解いただければと思うんですが、いかがで

しょうか。 

異議なしということでよろしいでしょうか。 

寺門委員 災害対策会議、これは必要であれば招集が当然できるとは思うんですけれども、そ

の前に災害対応特別委員会をもう一遍招集して何かあるときはやりましょうということで

すよね。 
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委員長 ではないです。 

寺門委員 再度それは立ち上げるんですか。 

事務局長 災害対応調査特別委員会はここで、一旦終了しまして、災害対策会議の設置要綱が

ございます。そちらにつきましては、いつでも開けることになっておりますので、そちら

で対応させていただくということでございます。 

寺門委員 はい、わかりました。了解です。 

委員長 そういうことでご了解いただきます。 

遠藤委員 すみません、その災害対策会議、私もちょっとうっかりしておりましたが、災害の

ときにしか開けないんでしたっけ。 

そうではない。 

事務局長 今の質問にお答えします。 

一応災害対策会議の設置基準がございます。 

これは震度６以上とかありますけれども、その他に必要があれば、開けるとなってござ

いますので、それは大丈夫でございます。 

以上でございます。 

委員長 皆さんそういうことでよろしいでしょうか。 

それでは、災害対応調査特別委員会のお手元に配布してありますが、報告書（案）のと

おり、調査完了とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

委員長 はい、それではそのように決定いたします。 

ありがとうございました。 

以上で災害対応特別委員会を閉会といたします。 

閉会（午前10時44分） 

 

   平成３０年４月１８日 

    那珂市議会 災害対応調査特別委員会委員長  萩谷 俊行              


